環境研究会第１１回　3月23日
「格付評価側面における生物多様性２」

九里　徳泰氏による講演「生物多様性の環境経営評価～企業と生物多様性」

（１）生物多様性とその影響圏
生物多様性は①遺伝子、②種、③生態系を含む広い概念である。そして、生物多様性と企業活動は切り離して考えることはできない。

例えば、石油・ガス開発、鉱山開発、農林水産業、食品産業や観光業などは生態系レベルで生物多様性と深い関連性を有しており、種苗、製薬、化粧品産業などは遺伝子レベルでの生物多様性と深い関連がある。また、海運業や航空産業でも、バラスト水や貨物・旅客によって運ばれる移入生物種の問題など、種レベルでの生物多様性と関係している。さらに、投資やサプライチェーンを通じたつながりまで考慮すれば、金融業や他の製造業なども生物多様性と関連を持っている。
（２）生物多様性と国際的合意、国家戦略

環境省の「新・生物多様性国家戦略」が紹介された。現在改定作業が行われており、企業の役割の明確化・参加を促すこと、外来種の問題にどのように対応していくかなどについて話が進められた。
（３）生物多様性をどう評価するのか？

　まず、経済的アプローチとして、社会費用論（宇沢）、「ネイチャー」誌による自然の資産価値評価、生物多様性損失指数などの手法が紹介された。しかし、過小評価の問題や精度の向上が必要不可欠など多くの課題が存在している。
次に倫理的アプローチについては、以下のような見解が紹介された。
「人命・健康の損失は不可逆的なもの。」（宇沢）

「生物多様性はあってあたりまえという観点、倫理的観点にたつべき」（RSBS、足立）

　人間が算出できるのは、あくまで今の段階で人間が認識しえている生態系のごく一部の機能に過ぎず、明らかにそれは過小評価であることを決して忘れてはならないだろう。

「この課題（生物多様性をどこまで保全するか）は、他のどの大きな決断と同様に、モラルによる決断である。科学と技術は私たちは何ができるかということだが、モラルは私たちがすべき、あるいはすべきではないと合意したことである。」（エドワード・O・ウィルソン）

「圧倒的な非対称―自然と人間のアンバランスな関係。コモンズの崩壊は、この非対称性からきている。精霊が守るべきものが守れなくなった。」（中沢）

（４）生物多様性の環境経営評価　企業活動と生物多様性～その対応例
石油・ガス企業が国際的な環境保護団体と共同で「エネルギー・生物多様性イニシアティブ（EBI）」を設立した。EBIの目的は、石油・ガス開発に生物多様性の視点を組み込むための実用的なガイドライン、ツール、モデルを開発し推進することである。ここでは、本業においての生物多様性影響を把握し、影響が少ない事業形態を取るということをおこなっている。ガイドラインの策定は、9組織が参加し、2001年にスタートしている。

さらに、主要な石油・ガス企業と自然保護団体によって生物多様性を石油・ガスオペレーションの中に取り入れる上でのベスト・プライクティスを見つけ、普及させていくことを目指している。具体的には、生物多様性の環境マネジメントシステムへの統合、社会・環境アセスメントへの統合、サイト選定プロセスへの統合、生物多様性に関する指標づくりなどを行う。

2003年に最初のレポートが発表された。以下、実際の生物多様性に関する企業マネジメントの対応として顕著な方法を紹介する。
Ａ：EBIガイドライン

ISO14001に連動した形で生物多様性保護が行えるガイドラインを設定している。このように環境マネジメントシステムと連動することで、企業における生物多様性保護活動が担保されるとともに、マネジメントの中に組み込まれるものとなる。

（なお詳細についてはhttp://www.theebi.org/pdfs/ems.pdfを参照して頂きたい。）
Ｂ：「ビジネスと生物多様性先進企業の取り組み例から企業アクションプラン作成法まで」
１　実施行動発見ツール
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２　企業のアクションのための重要なステップ

①生物多様性に関する自社の取り組み案をつくる。
②経営幹部クラスの推進者を決める。

③生物多様性に関するアセスメントを行う。
④取締役会レベルの支援を確保する。
⑤企業の生物多様性保全戦略を立案する。
⑥企業の生物多様性保全アクションプランを立案する。

⑦生物多様性保全アクションプランを実行する。

３　企業の生物多様性アクションプランの主要な要素

①生物多様性を保全する。
②生物資源を持続可能な形で利用する。
③利益を公平に分かち合う。
④マネジメントシステムを強化する。
⑤モニターし評価する。
⑥報告する。
⑦新しいチャンスを見つける。

（５）問題提起

現在の企業の生物多様性対応への反応は、「企業の生物多様性にかかわる影響領域を評価できない」、「しにくい」、「自分たちとは関係ない」、「今行っている環境保護活動だけで十分だろう」、「何をすればいいのかわからない」、というものである。このような企業には、どのような格付、及びアドバイスをすればよいのであろうか。

＜＜九里案＞＞
自社の環境経営の影響把握の延長として、生物多様性影響の定量的な把握をし、それに対する部署を明確化し、対応アクションプランを制定し、ISO14001などと連動したマネジメントを行い、PDCAをまわす。このようなことが担保されている経営組織とその業務スキームを確認する。

（６）議論

生物多様性では、昆虫、鳥類、細菌類などそれぞれの専門家が個別の関心を寄せ集めるだけでは駄目である。専門的な知見に加えて、それを社会システムにどのように組み入れるかといった総合的な視点と能力とが求められる。これは、環境問題一般について言えることであるが、生物多様性では特に求められるものであり、文系や理系といった仕分けさえをも超えた研究・知識の共有や協力が求められる。
格付評価に関しては、①遺伝子、②種、③生態系を分けて検討すること、あるいは産業別にどのようにアプローチしていくかなどその特性にあった評価方法・評価指標を確立させていくことが課題であろう。さらに、海外等での活動に関して、相当に立ち入った追跡・評価が必要となることも考慮する必要がある。こういった問題は、特に現行のような評価方式を延長させていく際には、生物多様性に限らず環境に関する評価側面では充分に覚悟しなくてはならない。
特に社会的な影響力が強い企業活動に関しては、最低限遵守すべきルールを作るなどの施策が必要なのかもしれない。国家戦略として、あるいは地方自治体などと協力して、その地域に適合した生物多様性の施策を考案し、統制していく必要があるだろう。
生物多様性の問題については抽象的でわかりにくく、企業はどのように行動すればよいのかわからないといった意見もあった。また、スターンレビューのように損失額を示すこと、気候変動のような将来予測モデルの必要性、Measurableな評価指標（定量的な指標だけではなく定性も含めた）の開発が必要であるとの意見が出た。
なお、近年、企業において生物多様性への関心が高まってきていることが報告された。そして、今後は途上国に対する貧困の撲滅やCSR調達・フェアトレードが大きなテーマとしてあげられた。
経済的なアプローチについては、会場でも懐疑的な意見が多いように感じられた。人間活動の基盤を支える生物の価値を金額的に評価することに関しての違和感、不可逆的な性質、因果関係を把握できていないこと、お金を支払って解決できる問題ではないことを考えると当然のことかもしれない。
倫理的アプローチについては、人それぞれの思想や生活環境が異なる中で、一つの答えを出すことは難しいことがあげられた。また、「人間活動をどう位置づけるべきか」、「ある側面ではプラスの効果でも他の側面ではマイナスの効果があるといったトレードオフの関係をどう扱うか」などの課題も指摘された。さらに、途上国では生活していくために経済的な価値を優先せざるをえない状況にあり、先進国の身勝手なモラルを押し付けるのは酷であるといった複雑な問題も挙げられた。
生物多様性については、目に見えにくく、その有難さについてはなかなか認識されにくい。したがって、重要な役割を特定し、リスクアプローチ的な取り組み、過度の負荷は避けるといった予防的な行動や政策が求められる。また個々人には、目に見えない部分や今まで見過ごしてきたものを感じ取る感性や想像力の育成も求められる。これによってはじめて、異なる人間同士が合意に達しうるコミュニケーションの可能性が生まれるからである。
不確実な時代において、不確かな関係性、不平等な運命、不合理な価値観、不適切な社会システムの中で、自ら考え、判断・行動し、未来を創造していくことが重要である。
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